
はじめに
北海道のてん菜における直

ちょくはん

播栽培の面積は近年

増加傾向にあり、2017年は全道のてん菜作付面積

の23.7%が直播栽培となっている（図１）。直播栽

培の生産性安定には風害や霜害、酸性障害、クラス

ト害など春先の初期生育障害への対策が重要であ

り、生産現場では各種対策が講じられている。今回

報告する風害についても毎年発生があるわけではな

いが、近年では2016年に全道で2000ヘクタール

を超える直播栽培への被害が発生するなど、初期生

育障害の一つとして大きな問題となっている。

2 砂糖類・でん粉情報2018.12

特集：持続的な生産体制の実現に向けて

【要約】
　風害の軽減対策として、深耕爪で畝間土壌を盛り上げることで被害を軽減できることが確認されている1）。
現在この技術は、一部の生産者においてカルチベータに小板（盛土板）を取り付けて施工する形で普及さ
れており、その有効性の検証が進められている２）。2016年から2018年までの３カ年、合計14カ所の生
産者圃

ほ

場
じょう

で盛土板による風害軽減対策試験を実施した結果、風害が発生した圃場において被害が軽減され
る事例が見られた。

てん菜の直播栽培における盛土による
風害対策について

北海道糖業株式会社　農務部農事技術課　藤井　寛

図１　2008年〜2017年　全道てん菜作付面積と直播面積の推移
（数値は直播面積の割合を表す）
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現在の風害軽減対策は、①北海道の指導参考事項

となっている被覆作物（麦類）の利用②てん菜作付

け後の畝間への深耕爪カルチベータ（注）施工により

畝間に5.0センチメートル程度の盛土を形成する方

法③砕土率の低減と整地作業時の鎮圧強化−などが

ある１）。しかし、砕土率の低減と整地作業時の鎮圧

強化は普及しつつあるが、被覆作物の利用や盛土形

成は手間が掛かることや施工方法が難しいことなど

から十分な普及となっていないと推測される。

一方、更
さらべつ

別村の農業者が小板（以下「盛土板」と

いう）を取り付けたカルチ爪（以下「盛土改良カル

チ」という）を自作し、播
は

種
しゅ

後の畝間へ施工するこ

とにより畝間に盛土を形成し風害対策を実施してい

た（写真１、２、３）。現在この対策は一部の生産

者において播種後に施工する風害対策として更別村

などを中心に普及し始めている。また根本ら（2017

年）２）の観測結果は、圃場（畝間）に形成される

凹凸により地表面の摩擦が増えることが風害を軽減

していることを示唆している（図２）。
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写真１　盛土板
（幅10センチメートル、高さ18センチメートル）

写真２　カルチ爪に装着した盛土板

写真３　盛土改良カルチ施工時の状況



本方法はより安定的に盛土を形成できると考えら

れたため、筆者らは盛土板を更別村の農業者より提

供を受け、2016年から2018年までの３カ年、合

計14カ所の現地てん菜圃場で盛土改良カルチによ

る風害軽減対策について試験を実施した。

（注）カルチベータは作物の中耕、除草、土寄せなどに用いる農
機具。カルチベータによる作業のことをカルチという。

１．調査方法
１）　盛土板使用者へのアンケート調査により、

盛土板の使用感や風害発生時の被害程度の差に

ついて調査を行った。

２）　調査圃場については、2016年は２圃場、

2017年は６圃場、2018年は６圃場で実施し

た。圃場の土質は低地土が４圃場、火山性土が

10圃場、圃場の傾斜については横傾斜が１圃

場、縦傾斜が３圃場、傾斜無しが10圃場であっ

た（表１）。

３）　使用機材は2016年および2017年につい

ては幅10センチメートル、高さ18センチメー

トルの規格の盛土板を使用した。2018年につ

いては幅を狭くした幅７センチメートル、高

さ18センチメートルのものを使用した。また

風害の見られた2016年本別町では被害程度調

査を各調査地点5.0メートル×２カ所について

行った。風害調査基準は写真４、表２に示した。
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図２　盛土改良カルチ施工による風害軽減イメージ

資料：北海道糖業株式会社『SugarBeet No.103』2018年１月

通常の畑のイメージ 盛土改良カルチを施工した畑のイメージ

表１　試験実施場所一覧
No. 年次 場所 土質 圃場の傾斜 風害発生 風害軽減傾向

1 2016 年 本別町 低地土 無し 5 月 8 日 あり
2 千歳市 火山性土 無し 5 月 16 日 ややあり
3 2017 年 北見市 火山性土 無し 無し 判然としない
4 訓子府町 火山性土 横傾斜 無し 判然としない
5 千歳市 火山性土 縦傾斜 無し 判然としない
6 千歳市 火山性土 縦傾斜 無し 判然としない
7 本別町 低地土 無し 無し 判然としない
8 浦幌町 火山性土 縦傾斜 無し 判然としない
9 2018 年 訓子府町 火山性土 無し 4 月 26 日～ 30 日 ややあり
10 千歳市 火山性土 無し 無し 判然としない
11 千歳市 火山性土 無し 無し 判然としない
12 本別町 低地土 無し 無し 判然としない
13 池田町 低地土 無し 無し 判然としない
14 大樹町 火山性土 無し 無し 判然としない



２．結果および考察
１）　2016年の本別町、千歳市、2018年の訓

くん

子
ねっ

府
ぷ

町の３圃場で風害が発生した（表１）。

２）　2016年本別町調査事例について

　　播種日が４月27日、施工日が５月１日、風

害発生日は５月８日（最大瞬間風速18.9m／s）

であった。施工方法については、風上に無処理

区を設け、以降５畝施工、３畝無施工を繰り返

し施工した（図３）。被害程度調査の結果、無

施工であった①および③と比較して②および④

の甚被害株率が少ない傾向であった。また風下

の⑤については無施工区であったにもかかわら

ず甚被害株率が少なく、⑤より風上の施工の効

果で風が弱まったことが示唆された（表３）。
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図３　2018年本別町風害発生状況
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表２　風害調査基準
正常 ほとんど損傷なし

軽 茎葉に若干の損傷が見られる

中 茎葉に明らかな損傷が見られ、
その程度は甚と軽の中間

甚 てん菜個体に甚大な損傷が見られる

正常 軽 中 甚

写真４　風害調査基準



３）　2016年千歳市調査事例について（写真５）

　　播種日が５月14日、施工日が５月15日、風害

発生日は５月16日（最大瞬間風速25.7m ／ s）

であった。圃場全面に施工を行い５月16日に

観察した結果、隣接したばれいしょ圃場に比べ

土壌飛散が少なかった。また当該てん菜圃場で

は風上で種子露出の被害があったものの、補植

は7.0ヘクタールのうち10アールと比較的少な

かった（てん菜生産者の所感）。

４）　2018年訓子府町調査事例について

　　播種日は４月24日、施工日が４月25日、風

害発生日は４月26日～30日（最大瞬間風速

19.2m ／ s）であった。隣接した無施工の圃

場では畝が崩れていたが、施工圃場では畝の形

状を維持していた（写真６）。

５）　その他、試験を実施した生産者などからの

意見では、発芽個体に土塊がかぶってしまう事

による枯死が見られた、施工速度が速いと播種

床に土塊がかぶってしまう（写真７）ため施工

速度が制限される（３～４km ／ h）などの意

見があった。
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表３　風害被害調査結果（①～⑤は図３の風害被害状況調査地点）
正常 軽 中 甚 備考

①（風上）  2.0 11.5 11.5 75.0 無処理
② 13.2 22.6 18.9 45.3 処理
③  7.5 12.7  7.3 72.7 無処理
④ 18.5 18.5 40.8 22.2 処理
⑤（風下） 75.9 13.0 11.1  0.0 無処理

注：小数点第２位以下を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合がある。

写真５　盛土改良カルチ施工後の様子（千歳市）

調査地点
被害程度



おわりに
盛土板による風害軽減試験を実施した結果、風害

が発生した圃場ではその効果が認められた。しかし

施工に当たっては、播種床への土塊移動が問題であ

り、また施工作業の高速化や効率化が求められてい

るため、盛土板形状、施工方法などについてはさら

に検討が必要である。このため今後も現地実証を続

けながら普及を図りたい。
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写真６　風害発生後の盛土改良カルチ施工圃場（左）と隣接した無施工圃場（右）

播種床→ 

写真７　播種床にかぶった土塊


